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昭
和
三
十
五
年
の
新
春
を
迎
え

御
目
出
度
う
御
座
い
ま
す

本
年
も
相
変
ら
ず
御
交
誼
の
程

御
願
い
申
上
げ
ま
す

本
年
は
子
年
の
子
の
日
の
元
旦

で
誠
に
珍
し
い
年
で
今
年
こ
そ

は
充
分
な
る
施
策
を
な
し
市
の

発
展
を
樵
じ
た
い
と
存
じ
ま
す

ひ
る
が
え
っ
て
昨
年
を
願
承
ま

す
る
と
皇
太
子
殿
下
の
御
慶
事

や
五
年
続
き
の
大
豊
作
、
国
際

収
支
の
黒
字
、
経
済
界
の
好
況

で
国
を
挙
げ
て
の
喜
び
で
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
反
面
伊
勢
湾

台
風
の
大
惨
害
が
あ
り
ま
し
て

数
万
人
の
犠
牲
者
と
数
千
億
の

損
害
が
あ
り
誠
に
御
気
の
毒
な

次
矛
で
あ
り
ま
す

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
逸
早
く

婦
人
会
に
お
い
て
救
援
物
資
を

御
集
め
下
さ
れ
、
ま
た
市
と
し

て
も
義
揖
金
を
募
り
御
送
り
致

し
ま
し
た
、
そ
の
際
の
市
民
各

位
の
御
厚
情
に
対
し
心
か
ら
な

る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

世
は
挙
げ
て
好
況
と
い
う
に
本
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市
に
お
き
ま
し
て
は
そ
の
恩
恵

に
浴
せ
ず
寧
ろ
炭
砿
界
不
況
の

た
め
之
が
対
漿
に
狂
奔
致
し
ま

し
た
、
こ
れ
が
為
北
九
州
の
如

き
惨
状
を
見
ず
に
す
ゑ
ま
し
た

こ
と
は
不
幸
中
の
幸
と
す
る
所

で
あ
り
ま
す

昨
年
に
お
け
る
市
の
主
要
施
策

の
う
ち
東
小
、
秋
山
小
学
校
の

建
設
に
つ
い
て
は
市
民
各
位
の

御
力
添
え
に
よ
り
工
事
も
半
ば

を
過
ぎ
予
定
通
り
本
年
三
月
に

は
竣
工
の
運
び
と
な
り
四
月
に

は
授
業
開
始
が
出
来
ま
す
こ
と

は
皆
さ
ん
と
共
に
喜
び
に
堪
え

ま
せ
ん
、
な
お
市
民
各
位
の
待

望
で
あ
り
ま
し
た
国
民
健
康
保

険
事
業
も
四
月
に
は
発
足
し
市

民
医
療
福
祉
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
こ
と
や
十
一
月
に
市
議
会
議

員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
て
皆

さ
ん
の
選
良
に
よ
り
三
十
名
の

新
し
い
議
員
が
選
出
さ
れ
て
市

政
に
参
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ

と
で
あ
り
ま
す
、
ま
た
力
強
く

新
手
の
ご
あ
い
さ
つ

一
局
辛
秩
圭
叩
匡
涯

感
ず
る
こ
と
で
あ
り
ま
す

な
お
新
年
の
概
想
に
つ
い
て
簡

単
に
中
上
げ
ま
す
と
今
更
申
上

げ
る
ま
で
も
な
く
本
市
は
三
つ

の
地
区
即
ち
市
街
地
炭
砿
地
帯

農
山
村
地
帯
に
別
れ
て
お
り
ま

す
こ
の
地
区
に
対
し
普
遍
的
に

事
業
を
進
め
る
訳
に
も
ま
い
り

ま
せ
ん
が
市
街
地
帯
と
し
て
は

下
水
道
の
改
修
、
道
路
鋪
装
の

継
続
海
岸
地
帯
の
区
画
整
備
、

秋
山
中
学
校
建
設
、
新
農
村
計

画
の
続
行
、
橋
梁
の
改
修
に
と

数
え
る
い
と
ま
が
な
い
程
で
あ

り
ま
す

こ
れ
等
の
政
策
を
健
全
財
政
の

下
に
実
行
致
す
こ
と
は
容
易
な

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
潭
心
の

力
を
尽
し
て
諸
事
業
の
遂
行
に

邇
進
し
明
る
い
住
み
よ
い
郷
造

り
を
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
何
卒
今
後
共
御
指
導
御
鞭
燵

の
程
御
願
い
申
上
げ
ま
す
終
り

に
市
民
各
位
の
今
後
御
健
康
に

渉
ら
せ
ら
れ
益
を
御
発
展
さ
れ

ん
こ
と
を
望
承
ま
し
て
御
挨
拶

と
致
し
ま
す
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一
会
一
監
査
委
》
員

一
議
一
教
育
委
員
決
る

一
姉
一
高
萩
市
議
会
矛
四
し
投
資
鮒
事
業
に
重
点
を
置

一
馴
一
羅
鰹
蝿
《
は
次
の
と
蔬
，
で
あ
る
．

き
極
力
消
費
的
経
費
の
節
約

に
努
め
て
き
た
。
主
要
事
業

一

“
・
同
月
二
十
五
日
玄
一
、
市
庁
舎
の
建
設

で
の
五
日
間
の
会
期
を
も
っ
て
二
、
市
営
住
宅
の
建
設

開
催
さ
れ
、
昭
和
三
十
三
年
度
三
、
東
小
学
校
建
設

高
萩
市
才
入
才
出
決
算
認
定
ほ
四
、
関
根
橋
架
設

か
十
七
案
件
に
つ
い
て
活
発
な
五
、
都
市
計
画
事
業

審
議
が
行
わ
れ
議
会
議
員
の
報
六
、
失
対
事
業

酬
及
び
費
川
弁
偵
等
に
関
す
る
（
市
役
所
道
路
工
事
、
高

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
萩
小
学
校
鋪
装
道
路
工
事

除
い
て
い
づ
れ
も
司
決
承
認
し
東
小
学
校
敷
地
）

た
。
主
な
る
事
件
の
内
容
は
次
七
諭
舎
耕
地
事
業

の
と
お
り
で
あ
る
・
（
高
田
水
路
工
事
、
し
や

議
案
才
六
○
号
監
盃
委
員
選
か
堂
井
堰
工
事
、
菅
ノ
沢

任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
水
路
工
事
、
石
崎
水
路
工

ついて事）高萩市大字高萩一、九八五「決算内容は次号掲載」

大
和
田
知
之
報
告
矛
九
号
高
萩
市
都
市
計

大
正
三
年
一
月
一
日
生
画
事
業
費
才
入
才
出
決
算
認

議
案
才
六
一
号
教
育
委
員
任
定
に
つ
い
て

命
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
「
決
算
内
容
は
次
号
掲
載
」

つ
い
て
報
告
才
一
○
号
高
萩
市
定
期

高
萩
市
大
字
上
君
田
五
三
七
監
査
報
告
に
つ
い
て

鈴
木
広
次
本
件
は
地
方
自
治
法
才
二
百

明
治
四
十
二
年
八
月
十
日
生
四
十
一
条
才
一
項
の
規
定
に

報
告
才
八
号
昭
和
三
十
三
年
基
く
市
の
す
べ
て
の
事
務
執

度
高
萩
市
才
入
才
出
決
算
認
行
状
況
に
関
し
定
期
監
査
を

定
に
つ
い
て
行
っ
た
そ
の
結
果
を
報
告
し

昭
和
三
十
三
年
度
に
於
て
は
議
会
の
認
承
を
得
よ
う
と
す

前
年
度
に
引
続
き
財
政
の
確
る
も
の
で
あ
る

立
を
目
途
に
市
税
の
増
収
を
議
案
才
六
二
号
昭
和
三
十
四

図
る
と
共
に
市
有
地
処
分
、
年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追
加

起
債
等
に
よ
り
財
源
を
確
保
更
正
予
算
に
つ
い
て

「
内
容
別
掲
載
」

議
案
矛
六
三
号
昭
和
三
十
四

年
度
高
萩
市
間
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
才
入
才
出
追

加
更
正
予
算
に
つ
い
て

「
内
容
別
掲
載
」

議
案
矛
六
四
号
高
萩
市
議
会

の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

本
件
は
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
割
合
を
公
務
員
に
準
じ

て
引
上
げ
よ
う
と
す
る
た
め

の
条
例
の
一
部
改
正
事
項
で

あ
る
（
零
議
未
了
）

議
案
才
六
五
号
茨
城
県
市
町

村
消
防
団
員
公
務
災
害
補
償

組
合
規
約
一
部
変
更
に
つ
い

て
本
件
は
東
茨
城
の
う
ち
美

野
里
村
が
町
に
改
ま
っ
た
の

で
そ
の
名
称
を
変
更
す
る
た

め
の
規
約
の
一
部
改
正
事
項

で
あ
る

議
案
矛
六
六
号
土
地
買
入
に

つ
い
て

本
件
は
秋
山
小
学
校
庭
地
続

き
南
側
の
私
有
地
三
三
一
坪

を
秋
山
小
学
校
敷
地
と
し
て

買
入
す
る
た
め
の
事
件
議
決

事
項
で
あ
る

議
案
矛
六
七
号
市
道
路
線
廃

止
に
つ
い
て

本
件
は
松
風
館
よ
り
警
察
署

浜
地
区
へ
通
ず
る
道
路
の
う

ち
東
小
学
校
敷
地
内
の
延
長

九
一
、
五
米
道
路
を
東
小
学

校
敷
地
専
用
と
す
る
た
め
に

廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る

議
案
汁
六
八
号
東
小
学
校
舎

増
築
工
事
請
負
契
約
締
結
に

つ
い
て

本
件
は
東
小
学
校
舎
墹
築
工

事
に
関
す
る
請
負
契
約
で
鈴

縫
工
業
株
式
会
社
と
金
壱
千

八
百
万
Ｈ
で
請
負
の
契
約
を

締
結
し
よ
う
と
す
る
た
め
の

事
件
議
決
事
項
で
あ
る

議
案
才
六
九
号
秋
山
小
学
校

危
険
校
舎
増
改
築
工
事
請
負

契
約
締
結
に
つ
い
て

本
件
は
秋
山
小
学
校
舎
の
期

改
築
工
事
に
関
す
る
請
負
契

約
で
株
式
会
社
秋
山
工
務
店

と
金
壱
千
九
百
四
拾
五
万
八

千
円
で
請
負
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
た
め
の
本
件
議

決
事
項
で
あ
る

議
案
才
七
○
号
市
営
住
宅
才

一
種
木
造
及
附
帯
工
事
請
負

〃
．
、
〃
う
ぐ
ぞ
ｆ
渉
唾
ｙ
、
華
§
ぞ
予
砂
、
ｆ
２
３
６
㎡
、
Ｋ
Ｊ
Ｌ
Ｊ
３

才 入

今回の追加額科 白
｣4

＝

税
－
０
｜
訂市 ｍ

ｍ

Ｏ

Ｏ

３
８

０
’
５

９
咄
６１３

81．046

公営企業及財産収入

国庫支出金

47594.720

35982．228193958

県 支 出 金 162.338 218333
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今
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５
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０
》
３

４
６
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９
０
３
５
２
１
３

△

2．258030

5555042

契
約
締
結
に
つ
い
て
に
売
買
契
約
の
締
結
を
議
決

本
件
は
汁
一
種
市
街
住
宅
工
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

事
に
関
す
る
請
負
契
約
で
沼
総
石
数

田
工
務
順
と
金
参
百
参
万
八
一
五
、
○
○
六
石

千
円
で
請
負
契
約
を
締
結
し
売
買
金
額

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
三
○
八
九
七
五
、
一
五
○
円

議
案
矛
七
一
号
市
営
住
宅
矛
契
約
相
手
方

二
種
木
造
及
附
帯
工
事
請
負
大
字
安
良
川
安
村
実

契
約
締
結
に
つ
い
て
外
三
業
者

本
件
は
市
営
住
宅
の
オ
ニ
種
議
案
才
七
三
号
決
議
文
提
出

分
に
関
す
る
工
事
で
利
光
工
に
つ
い
て

務
店
と
金
四
百
四
拾
六
万
五
本
件
は
靖
国
神
社
の
国
家
護

千
円
で
請
負
契
約
を
締
結
し

持
要
望
に
関
す
る
決
議
事
項

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
で
謂
安
太
郎
議
員
提
案
に
よ

議
案
矛
七
二
号
市
有
林
立
木
る
も
の
で
あ
る
そ
の
他
各
種

売
買
契
約
締
結
に
つ
い
て
陳
情
書
の
審
盃
報
告
並
び
に

本
件
は
さ
き
に
国
よ
り
払
下
委
貝
会
付
託
を
行
っ
た

げ
を
う
け
た
横
川
字
ユ
ナ
ヵ
以
上
に
つ
い
て
予
定
ど
お
り
議

ブ
ス
市
有
林
立
木
の
売
買
に
了
し
二
十
五
日
午
後
四
時
五
十

つ
い
て
そ
の
入
札
の
結
果
並
三
分
閉
会
し
た
。

…
Ｉ

1｢｢』
/量t三

1貝 ０
３
０
３

０

６

０

３

０
３

０

８

１
ニ
ラ
ル

３
７２ｷﾞ 入合言

才 出

目 ｜ 今凹の追加額 ｜ 計下

費
費
費

会
所
防

50000 ０
６

馴

“

〔
〆
〕
〔
『
〕

Ｒ

Ｕ

１

‘

フ

ー

ｎ

Ｕ

５

２３

誌

役 344516

20000

839000

Ｏ

Ｏ

Ｏ

８

９

５

０

０

７
７
０
７

Ｓ

ｑ

ｌ

幅
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叩
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一
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７
０

’
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０
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４
ｌ
ｂ
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０
－
戸
。
３
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（
。
３
０
｜
郡
壺
皿

刀
斗
。
〕
刀
や
。

．
ｎ
二
引
‐
一
イ
ー
『

’
３
－ 斜，

費
金

柑

拙

一

統

諸

一

二'二 14997030
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一

、
小
団
地
開
発
整
備
事
業

①
上
手
細
石
舟
用
水
路
改

修
工
事
、
山
川
建
設
Ｋ
Ｋ

請
負
、
三
四
、
一
○
、
一

○
日
着
工
、
同
年
二
、

二
六
日
竣
工
し
た
。

②
上
手
綱
生
味
噌
用
水
路

改
修
工
事
、
磯
野
工
務
店

請
負
、
三
四
、
一
○
、
二

二
日
着
工
、
同
年
一
二
、

二
一
日
竣
工
し
た
。

③
秋
山
経
塚
用
水
路
改
修

工
事
、
日
興
建
設
Ｋ
Ｋ
請

負
三
四
、
一
○
、
一
○
日

着
工
、
三
五
、
一
、
三
○

日
竣
工
の
予
定

土
地
改
良
事
業

次
々
と
竣
工

’

蕊
㈱
上
君
田
内
の
草
井
堰
並

び
に
水
路
新
設
工
事
、
利

光
工
務
店
請
負
、
三
四
、

一
○
、
二
五
日
着
工
、
三

五
、
一
、
三
一
日
竣
工
の

予
定

⑤
大
能
新
牧
線
林
道
新
設

工
事
、
桜
岡
工
務
店
請
負

三
四
、
一
○
、
二
○
日
着

工
、
三
五
、
一
、
三
一
日

竣
工
の
予
定

二
、
単
県
単
市
土
地
改
良
事
業

①
秋
山
上
用
水
路
改
修
工

事
日
興
建
設
Ｋ
Ｋ
請
負

才
一
期
工
事
、
三
四
、
四

二
九
日
着
工
、
同
年
五
、

い
け
降
嘆
群
小
舞

篝
四
年
続
き
の
豊
作
と
さ
わ
が

れ
、
岩
戸
景
気
と
い
わ
れ
た
昭

和
三
十
四
年
も
石
炭
地
帯
の
不

況
、
反
対
に
、
電
気
工
業
地
帯

の
好
況
と
悲
・
・
・
；
・
喜
こ
も
ご
も

の
う
ち
に
、
新
し
い
年
に
ス
イ

ッ
チ
が
切
替
え
ら
れ
、
み
な
さ

ん
は
い
ま
静
か
な
お
正
月
を
迎

え
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う

正
月
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

来
る
年
の
夢
と
、
希
望
に
、
だ

れ
も
が
、
な
ん
と
は
な
し
に
浮

か
れ
、
ま
た
、
わ
け
も
な
く
お

め
で
た
く
な
る
も
の
で
す
。

し
か
し
考
え
て
み
る
と
、
自

然
の
動
き
に
よ
り
三
百
六
十
五

日
た
つ
と
、
き
っ
と
ま
た
正
月

が
き
て
ま
た
繰
り
返
さ
れ
る

そ
こ
に
は
な
ん
の
変
り
も
な
け

れ
ば
、
オ
メ
デ
タ
さ
も
な
い
、

当
然
の
こ
と
で
あ
る
ｌ
等
と

と
く
に
理
屈
を
こ
れ
る
必
要
も

な
い
が
、
ず
い
ぶ
ん
新
時
代
に

ず
れ
た
行
為
が
平
然
と
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
日
自
ら
の
生
活
を
、
よ
り

よ
く
明
る
く
豊
か
に
し
て
地
域

社
会
の
繁
栄
と
新
し
い
民
主
的

二
○
日
竣
工

矛
二
期
工
事
、
三
四
、
一

五
日
着
工
、
同
年
二
一
、

一
七
日
竣
工
し
た
。

②
宮
後
貯
水
池
門
扉
修
繕

工
事
、
高
萩
製
作
所
請
負

三
四
、
一
○
、
一
○
日
着’

生
活
に
計
画
性
を

L
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な
人
間
関
係
を
つ
く
る
べ
く
、

全
国
的
な
、
一
大
国
民
運
勵
と

し
て
の
新
生
活
運
動
が
活
発
に

展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
遮
勤
が
、
逐

一
、
旧
時
代
の
生
活
を
、
よ
り

合
理
的
に
、
科
学
的
に
改
め
、

検
討
を
加
え
て
、
常
に
昨
日
よ

り
は
今
日
、
今
日
よ
り
は
明
日

へ
と
、
前
進
し
て
い
る
の
で
す

従
っ
て
、
何
百
年
来
の
私
た

ち
の
生
活
慣
習
も
、
一
つ
一
つ

変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、
そ

れ
が
今
日
の
新
し
い
「
生
活
意

識
」
と
し
て
生
れ
か
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

正
月
だ
と
い
う
の
に
、
門
松

が
な
か
っ
た
り
、
剛
答
が
廃
止

さ
れ
た
り
年
始
に
行
っ
て
も
昔

な
つ
か
し
い
料
理
が
、
ハ
ム
と

縁
ヘ
ー
コ
ン
の
料
理
に
変
り
、
お

酒
は
、
ウ
ヰ
ス
キ
ー
や
コ
ー
ヒ

ー
に
変
っ
て
い
た
と
い
う
な
ら

ま
た
し
も
、
せ
っ
か
く
遠
い
道

を
正
月
の
あ
い
さ
つ
に
出
向
い

て
ゑ
る
と
、
一
家
揃
っ
て
、
温

泉
や
ス
キ
ー
場
に
出
か
け
、
留

守
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
今

工
、
同
年
一
○
、
二
○
日

完
成
し
た
。

③
石
滝
揚
水
機
場
新
設
工

事
三
五
、
一
月
初
旬
請
負

に
付
し
同
年
二
月
未
完
成

の
予
定

’

☆貯蓄励行…･“しかしこんなむりは

‘ ‘決めた以上実行しなくちゃ’
、
で
は
も
う
日
常
茶
飯
事
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
非
常
に

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
、
話
し

あ
い
、
協
力
し
合
い
、
象
ん
な

の
智
恵
を
持
ち
よ
っ
て
そ
の
家

に
も
つ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
つ

と
も
合
理
的
で
、
だ
れ
も
が
喜

ぶ
正
月
を
、
と
い
う
承
ん
な
の

ね
が
い
が
、
昔
の
形
を
そ
ん
な

よ
う
に
改
め
た
わ
け
な
の
で
す

正
月
は
一
年
の
出
発
で
あ
り

去
る
年
の
反
省
を
基
に
し
て
、

新
し
い
年
へ
の
よ
り
よ
き
計
画

を
た
て
、
生
命
の
尊
さ
を
し
っ

か
り
と
み
ん
な
の
胸
に
き
ざ
み

込
み
、
一
家
の
幸
福
と
国
民
社

会
の
繁
栄
を
ね
が
い
、
一
年
の

計
画
を
し
っ
か
り
と
た
て
る
の

に
た
い
せ
つ
な
時
で
あ
り
ま
し

ょ
う
、
そ
の
意
味
で
も
、
ゑ
ん

な
が
新
し
い
希
望
と
、
そ
れ
に

向
っ
て
力
強
く
踏
恐
出
す
気
は

く
に
祝
盃
を
あ
げ
、
お
め
で
と

う
を
交
す
こ
と
を
だ
れ
に
は
ば

か
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か

わ
た
く
し
た
ち
は
、
と
も
す

る
と
そ
の
日
、
そ
の
日
を
無
計

画
に
送
と
が
ち
で
す
。
一
年
の ／~､万 一~～

は
じ
め
に
当
り
一
家
揃
っ
て
し

っ
か
り
と
生
活
設
計
を
た
て
そ

れ
を
家
の
だ
れ
も
が
協
力
し
た

す
け
合
い
、
は
げ
ま
し
合
っ
て

実
行
に
移
し
、
や
が
て
そ
れ
が

生
活
を
よ
り
よ
く
向
上
さ
せ
る

大
き
な
原
動
力
と
な
る
よ
う
、

ゑ
ん
な
で
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

世
界
農
林
業
セ
ン

サ
ス
に
ご
協
力
を

こ
の
調
査
は
十
年
に
一
度
世

界
各
国
が
協
力
し
て
お
こ
な
う

農
、
林
業
の
国
勢
調
査
で
す
。

調
斑
の
対
象
は
農
家
だ
け
で
な

く
一
反
歩
以
上
の
山
林
を
所
有

し
た
り
経
営
し
た
り
し
て
い
る

一
般
の
世
帯
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
会
社
、
団
体
、
社
寺
等
の

ほ
か
市
、
県
、
国
の
山
林
に
つ

い
て
も
調
査
い
た
し
ま
す
。

調
査
員
が
が
お
伺
い
し
ま
し

た
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

期
日
：
・
二
月
一
日

へ句勺

－匹｡｡
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整
理
前
は
数
本
の

無
統
制
な
市
道
が
あ

り
ほ
と
ん
ど
が
山
林

原
野
で
あ
り
ま
し
た

土
地
区
画
整
理
に
依

り
整
然
と
し
た
街
路

に
基
づ
く
宅
地
の
効

率
的
使
用
、
ま
た
士

地
利
川
価
値
の
上
昇

新
剛
道
運
励
、
公
園

児
童
公
園
等
の
新
設

に
よ
り
、
都
市
美
を

備
え
た
の
で
。
名
実

と
も
に
快
適
な
新
市

街
地
が
形
成
さ
れ
、

都
旋
繍
機
能
が
発
揚

川
来
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。本
事
業
の
換
地
処

分
の
結
果
必
然
的
に

欲
す
る
と
欲
せ
ざ
る

と
に
拘
ら
ず
生
じ
て

来
る
事
が
町
名
、
番

地
の
改
正
整
理
で
あ

り
ま
す
。
昭
和
三
十

二
年
以
来
市
民
各
位

の
要
望
及
び
土
地
区

昭
和
二
十
三
年
八
月
二
十
七
画
整
理
委
員
の
意
見
等
に
よ
り

日
建
設
大
臣
の
命
を
受
け
、
昭
整
理
案
を
作
成
、
昭
和
三
十
四

和
二
十
六
年
事
業
を
着
手
、
八
年
九
月
市
議
会
の
議
決
を
経
て

力
年
、
少
な
か
ら
ず
日
時
と
労
十
二
月
十
四
日
駅
東
土
地
区
画

力
と
資
材
、
お
よ
そ
壱
千
八
百
整
理
換
地
処
分
の
日
を
以
て
発

万
円
の
事
業
費
を
投
じ
て
本
事
効
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

業
の
完
遂
を
み
た
の
で
あ
り
ま
そ
の
区
域
は
、
駅
東
士
地
区

す
。

》
》

整
理
前
は
数
本
の

無
統
制
な
市
道
が
あ

待
望
の
高
萩
駅
東

土
地
区
画
整
理
成
る

I

I

．

①
、
共
同
貯
蔵
所
、
事
業
主
体

は
高
萩
農
協
で
完
成
後
の
利

用
は
山
手
農
事
力
行
組
合
で

あ
る
。
請
負
は
日
興
建
設
Ｋ

Ｋ
で
三
四
、
一
○
、
一
四
日

着
工
、
竣
工
は
三
五
、
一
、

一
五
日
頃
の
予
定
で
あ
る
。

②
、
畜
衡
器
、
事
業
主
体
は
松

岡
農
協
で
完
成
後
の
利
用
は

高
萩
役
牛
組
合
で
あ
る
。
請

負
は
、
常
磐
土
建
で
三
四
、

一
○
、
三
○
日
着
工
、
同
年

一
二
、
二
九
日
竣
工
し
た
。

③
、
肉
豚
貸
付
施
設
、
事
業
主

体
は
、
高
萩
農
協
で
、
貸
付

施
設
を
受
け
た
も
の
は
、
高

萩
養
豚
組
合
で
、
種
牝
豚
一

五
頭
は
茨
城
町
よ
り
三
四
、

一
、
一
六
日
一
括
購
入
し
た

な
お
極
牡
豚
一
頭
は
神
奈
川

県
よ
り
同
年
一
弓
二
五
日

附
入
し
た
。

③
、
共
同
集
荷
所
、
事
業
主
体

は
高
萩
農
協
で
、
多
々
良
工

務
店
が
請
負
い
、
島
名
地
区

に
建
設
中
で
、
三
四
、
一
一

一
二
日
着
工
し
近
く
竣
工
の

予
定
で
あ
る
。
完
成
後
は
同

農
協
管
内
の
農
民
全
員
が
利

用
出
来
る
。

⑤
、
共
同
集
荷
所
、
事
業
主
体

画
整
理
地
区
内
及
び
そ
れ
に
隣

接
す
る
大
字
高
萩
字
浜
野
《
中

松
合
、
下
松
合
、
肥
前
山
。
ア

完
鍼
い
高
萩
鑿
農
村
振
興

特
別
助
成
事
業

新
春
を
迎
え
恒
例
の
高
萩
市

一
周
駅
伝
大
会
を
左
記
に
よ
り

開
催
い
た
し
ま
す
か
ら
多
数
ご

参
加
下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
一
、
日
時

一
月
三
十
一
日
（
日
曜
）

午
前
十
時
三
十
分

一
、
走
路

一
区
市
役
所
ｌ
関
口

二
区
関
口
Ｉ
北
方
火
ノ
見

三
区
北
方
ｌ
市
役
所

四
区
市
役
所
ｌ
高
萩
中
前

五
区
高
萩
中
ｌ
市
役
所

一
、
主
催

高
萩
市

高
萩
市
教
育
委
員
会

高
萩
市
連
合
青
年
会

高
萩
市
体
育
協
会

ラ
ャ
、
町
東
側
、
大
字
安
良
川

字
浜
野
の
各
一
部
常
磐
線
東
側

の
部
分
で
あ
り
ま
す
。

窯
避

は
松
岡
農
協
で
常
磐
土
建
の

請
負
に
か
坐
り
石
河
原
農
業

倉
庫
脇
に
建
設
中
で
三
四
、

一
○
、
三
○
日
着
工
、
近
く

竣
工
の
予
定
で
あ
る
。
完
成

後
は
松
岡
農
協
管
内
の
全
農

家
が
広
く
利
用
出
来
、
特
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
赤

浜
、
高
戸
方
面
の
葱
の
出
荷

も
予
期
以
上
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
ょ
う
。

会周

「
仇
き
つ
つ
学
ぶ
」
産
業
開

発
青
年
隊
は
、
昭
和
二
十
八
年

度
よ
り
国
営
事
業
現
場
に
お
い

て
、
主
と
し
て
自
活
生
活
に
よ

り
練
成
と
建
設
技
術
の
訓
練
を

う
け
、
矛
一
線
建
設
技
能
者
と

し
て
国
内
あ
る
い
は
海
外
に
活

躍
し
て
い
ま
す
が
、
建
設
省
は

こ
の
ほ
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
建

設
技
術
移
民
を
計
画
隊
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、

三
十
五
年
度
よ
り
三
カ
年
間
に

千
五
百
人
の
青
年
技
能
者
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

隊
員
の
募
集
の
あ
ら
き
し
は

次
の
と
お
り
で
す
。

3回一

宅地の

才
住ブ

ラ
ジ
ル
へ

産
業
開
発
青
年
隊

分讓

市
は
住

宅
不
足
を

解
消
す
る

目
的
で
市

営
住
宅
の

建
設
を
行

っ
て
お
り

ま
す
が
、

市
財
政
の

負
担
能
力

で
は
到
底

需
要
に
応

じ
き
れ
な

い
状
況
に

あ
り
ま
す

の
で
ゑ
な

さ
ん
の
自
力
建
築
の
増
加
を
促

進
す
る
た
め
近
日
中
に
矛
三
回

の
市
有
地
公
売
、
分
譲
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

場
所
は
大
字
安
良
川
字
浜
野

綜
合
グ
ラ
ン
ド
東
側
の
松
林
で

市
有
建
物
（
男
子
寮
）
の
附
近

一
帯
で
あ
り
ま
す
。
現
在
側
量

区
割
を
実
施
中
で
あ
り
、
一
区

画
八
十
坪
か
ら
百
坪
ぐ
ら
い
の

面
積
に
区
切
っ
て
分
譲
す
る
予

定
で
す
、
な
お
公
売
は
二
月
初

旬
頃
一
般
競
率
入
札
を
行
う
よ

う
準
備
し
て
い
ま
す
が
、
決
定

次
矛
回
覧
に
よ
り
世
話
人
を
通

じ
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

○
申
込
の
時
期

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
一
日

か
ら
昭
和
三
十
五
年
二
月
二

十
四
日
ま
で

○
申
込
の
場
所

県
庁
開
発
課
に
申
出
れ
ば
、

申
込
用
紙
類
募
集
要
項
を
差

上
げ
ま
す
。

○
募
築
人
員

中
央
隊
員
二
十
五
人
（
関

東
地
方
建
設
局

管
内
）

幹
部
要
員
五
十
人

こ
れ
は
海
外
移
住
青
年
隊
の

指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
、
こ

の
ほ
ど
、
建
設
省
で
訓
練
所
を

新
設
し
た
も
の
で
す
。
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